
【きょうのめあて】８は いくつと いくつに なるか かんがえよう 

さんすう ５がつ１２にち（かようび） 
きょうかしょ２５ページ 
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活動➀ ●おうちの ひとと ゲームをしよう。 

  （手順） 

 ① さんすう ぶろっくを８つ用意し、「ここにブロックが８つあります。」と言う。 

 

 

 ② ８つのブロックを手の中で振り、右手と左手に分ける。 

 

 

 

めあてについて 

 今日は、８の合成・分解について行います。 

            （合成） 

      ８              ４と４ 

            （分解） 

 

 おうちの方とのゲームでのやりとりは６の合成・分解のときと同様ですが、数が大

きくなるごとに難しくなっていきますので、ゆっくり取り組んでいってください。 

準備物に、じゆうちょう（連絡ぶくろに入れているノートです。）がいりますので、 

ご準備ください。   

 よろしくお願いいたします。 

  

 



 ③ 片方にあるブロックを見せて、「右手にはいくつあるでしょう」と聞く。（答え：５） 

 

 

  

 ④ ➀～③をくり返す。 

  

 ☆ポイント☆ ゲームが１回終わるごとに、 

        「８は３と５で分けられます。」と、 

        「いくつといくつに分けられる」のか言葉にしてあげてください。 

        ６や７のときと比べて、答えるのに時間がかかることもありますが、 

         ゆっくりで大丈夫です。 

 
☆８の合成・分解は、 

➀「８は１と７に分けられます。」 

➁「８は２と６に分けられます。」 

③「８は３と５に分けられます。」 

➃「８は４と４に分けられます。」 

➄「８は５と３に分けられます。」 

➅「８は６と２に分けられます。」 

➆「８は７と１に分けられます。」 

の７つのパターンです。 

  

活動② ●きょうかしょの ２５ページを ひらけましょう。 

 もんだい③を しましょう。 

 （「ブロックをいくつといくつに分けているかな。」と聞き、例）１と７のように□のに数字を

えんぴつで書きます。） 

  

  

  

  

  

  



活動③ ●おうちのひとが いったことを ずに かいて みよう。 

  （手順） 

 ➀「８は３と５に分けられます。」とおうちの方が言う。 

 ➁おうちの方が言った言葉を聞いて、お子さんが、さんすう ぶろっくを並べる。 

 

 

 ③じゆうちょうに、「８は３と５に分けられます。」と言いながら、図で書く。 

  （じゆうちょうがない場合は、いらない紙、折り紙の裏など、なんでもいいです。） 

 （図の書き方）              

１． ８を書く。                 

２．     を書く 

                        

３． ３と５を書く。 

 ☆ポイント☆ おうちの人が言った言葉を聞いて、図に書き表すことができること 

        です。 

        図の書き方に最初はとまどうこともありますが、繰り返し行うことで 

        やり方が分かってきますので、８の合成・分解の７つのパターンを 

        繰り返し行ってあげてください。 

 今後、繰り上がりのたし算や、くり下がりのひき算のときに「さくらんぼ計算」と 

 して使っていきます。ゆっくりで大丈夫ですので、ていねいに取り組んでください。 

 （さくらんぼ計算の例） 

  今日の学習は以上です。ありがとうございました。 

  



 


